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◆オーストラリア訪問メンバー（１３名)

引率者

氏　名 性別

団長 大山　健次
け ん じ

男

副団長
事務局長 橋本　眞由美

ま ゆ み
女

生徒指導 藤田　真由美
ま ゆ み

女

派遣生

Ｎｏ 氏　名 性別 中学校 年組

１ 田中　良
よしのり

宜 男 稲美 3-1

２ 井澤　沙知
さ ち

女 稲美 3-1

３ 大西　史
ふみ

記
のり

男 稲美 3-4

４ 原　由
よ し

洋
ひろ

男 稲美 3-4

５ 田　 裕子
ゆ う こ

女 稲美 3-4

６ 政平　純一
じゅんいち

男 稲美北 3-1

７ 足立　明日香
あ す か

女 稲美北 3-2

８ 安福　友紀
ゆ き

女 稲美北 3-2

９ 太田垣　彩子
あ や こ

女 稲美北 3-3

１０ 鶴岡　美由紀
み ゆ き

女 稲美北 3-4

所属

稲美北中学校教諭

稲美町教育政策部
教育課学校教育担当課長

稲美町国際交流協会副会長
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日
月日
（曜）

都市 発着 現地時刻 交通機関 食事

1 8月15日 役場南側玄関 発 6:30 関空へ 朝 自宅

（水） 関西国際空港 着 9:00
関西国際空港 発 11:00 空路、シンガポールへ 機内食

チャンギ空港 着 16:35 （荷物は預けたまま）

チャンギ空港 発 18:50 空路、パースへ 機内食

パース国際空港 着 23:50
パース市内 専用車 入国手続後、ﾎﾃﾙへ （ﾎﾃﾙ泊）

2 8月16日 パース市内 発 9:00 兵庫文化交流センターへ 朝 ﾎﾃﾙ

（木） パース市内 着 9:15
パース市内 9:15 兵庫文化交流センター　小川所長表敬訪問

パース市内 発 10:00 ファーガソンファームへ 昼 ﾌｧｰﾑ

バンバリー市 着 12:30 ファームステイ

（ﾌｧｰﾑｽﾃｲ） 夜 ﾌｧｰﾑ

3 8月17日 朝 ﾌｧｰﾑ

（金） バンバリー市 発 12:30 スワン市役所へ 昼 ﾌｧｰﾑ

スワン市 着 16:00
スワン市 16:30 スワン市長表敬訪問

スワン市 発 ホストファミリーと対面 夜 ﾎｽﾄ

4 8月18日 スワン市 ホストファミリーと過ごす 朝 昼 夜
（土） ﾎｽﾄ

5 8月19日 スワン市 ホストファミリーと過ごす 朝 昼 夜
（日） ﾎｽﾄ

6 8月20日 スワン市 8:30 ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ 朝 ﾎｽﾄ

（月） 15:00 ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ ホストファミリーと帰宅

昼 学校

18:00 ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ スワン市主催歓迎レセプション・夕食会 夜 ｽﾜﾝ市

（ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ・ﾎｽﾄ校関係者・市議会議員など）

7 8月21日 スワン市 8:30 ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ 学校集合 朝 ﾎｽﾄ

（火） スワン市 発 9:00 パース市内へ向け出発

パース市 着 9:30
パース市 9:30 パース市内見学（買い物など） 昼 各自

パース市 発 13:30 パース国際空港へ出発

パース国際空港 着 14:00
パース国際空港 発 15:55 空路、シンガポールへ 機内食

チャンギ空港 着 21:15 （荷物は預けたまま）

8 8月22日 チャンギ空港 発 1:10 空路、関空へ 機内食

（水） 関西国際空港 着 8:35
関西国際空港 発 9:20 陸路、役場へ

稲美町 着 11:30
― 解団式

SQ226

SQ986

町のﾊﾞｽ

専用車

専用車

専用車

専用車

Governor Stirling Senior High School体験入学

SQ215

平成１９年度　中学生海外派遣事業プログラム

日程（泊）

町のﾊﾞｽ

SQ985

専用車
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中学生海外派遣事業の経過 
 

４月 ９日   両中学校を通じて中学３年生に申込書を配布 
 
４月２３日   中学校申し込み締め切り日（申込者･･･１０名） 
        （稲美中･･･男３、女２  稲美北中･･･男１、女４  計１０名） 
 
５月 １日   選考会実施（作文試験、面接試験） 
 
５月１８日   中学生に選考結果の合否通知文書を発送 
        派遣生１０名の決定（稲中･･･男３、女２ 北中･･･男１、女４） 
 
６月１６日   事前研修１ 

・事務局、日本旅行から旅の説明 
 
７月 ２日   事前研修２ 
        ・ＡＬＴのアン先生・ダニエル先生による英語研修 

・出し物の協議（踊り、歌、劇などをしてはどうか） 
 
７月 ９日   事前研修３ 
        ・ＡＬＴのアン先生・ダニエル先生による英語研修 

・ 出し物の決定 
（歌「上を向いて歩こう」、踊り「ズッコケ男道」「ラジオ体操」） 

 
７月１３日   事前研修４ 

・稲美北中の３年生の女の子に講師に来てもらい出し物を練習 
（ズッコケ男道、ラジオ体操） 

・稲美町クイズ 
 
７月２３日   事前研修５ 
        ・事前研修資料を読む 

・出し物の練習（ズッコケ男道、ラジオ体操、上を向いて歩こう） 
 
８月 ３日   事前研修６ 
        ・事務連絡（報告書の書き方、しおりの確認等） 
        ・英語研修 
        ・出し物の練習（ズッコケ男道、ラジオ体操、上を向いて歩こう） 
 
８月 ６日   事前研修７ 
        ・英語研修 
        ・出し物の練習（ズッコケ男道、ラジオ体操、上を向いて歩こう） 
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８月１３日   結団式 
        ・出し物の練習（ズッコケ男道、ラジオ体操、上を向いて歩こう） 
 
８月１５日～２２日 オーストラリアに派遣 
 
８月２２日   解団式 
 
８月３１日   反省会 
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中学生海外派遣事業の記録 
 
事前研修 田 裕子 

  
中学３年生になり、受験生なので塾も忙

しくなる中、事前研修に行くことが大変だ

った時もありました。でも、１回１回、回

数を重ねていくうちにみんな仲良くなって、

楽しくなっていったので、忙しくても苦じ

ゃなくなっていきました。 
 私は英語があまり得意ではなかったので

すが、ＡＬＴや藤田先生など、周りの大人

の方々がオーストラリアに行っても大丈夫

なようにたくさん教えてくれたので、得意

になれました。 
 歌やダンスは、わざわざ稲美北の子が教

えに来てくれて、覚えるのは大変だったけ

ど、覚えてからはダンスがとても楽しみに

なりました。歌も、「１０人だけで歌うから

大きい声出さな」と思って、音痴だったと

思うけど大きい声で歌えました。 
 事前研修で１０人が一致団結でき、よい

スタートが切れて良かったです。団結でき

たのは周りの皆さんのお陰でもあります。 
 

８月１３日（月）結団式 田中 良宜 

オーストラリア派遣の２日前に結団式が

行われました。結団式では、僕たち１０人

を含め、引率してくださる方々、先生、他

にもたくさんの大人の人が参加してくださ

いました。 
そして、その結団式で僕たちは一人ひと

り決意を述べていきました。みんなオース

トラリアに行くのは同じなのに、全員違う

決意があって、みんな違うことを学ぶのだ

なぁと思いました。 
その後、町長さんや他の方の話を聞き、

結団式が終わりました。でも僕はその結団

式でどれだけ多くの人がこの派遣事業に関

わっているのかを知りました。だから、こ

の派遣事業を成功させ、必ず無事に帰って

こようと思いました。多分、みんなも同じ

ことを思っていたと思います。簡単なこと

だけど、それがどれだけ大きなものなのか

を身をもって感じました。感謝の気持ちを

忘れず、全員が無事に帰ってくること･･･、

それを何よりも優先して、この日本に帰っ

てきたいと思いました。 

 
 

8 月 1５日（水） 原  由洋 

６：３０に役場を出発し、オーストラリ

アへと向かいました。行きのバスの中では、

みんな明るくしゃべったりして未知なる世
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界へと想像を膨らませていました。関西国

際空港では、荷物検査やパスポートを提示

したりしました。初めてのことばかりでし

たが、添乗員の方や先生方の指導もあって、

無事全員が飛行機に乗ることができました。

飛行機からの景色はとてもきれいで感動し

ました。初めての機内食は量が多く感じら

れたけど、とても美味しかったので全て食

べることができました。乗り換え地点であ

るシンガポールではみんなで固まって動い

て、いろんな店を見て回りました。けれど

も、買い物をした人はほとんどいませんで

した。 
日本時間午前１時にオーストラリアに到

着。空港の外は息が白くなるほどの寒さだ

ったので驚きました。バスでホテルに行き、

あまりオーストラリアに来たという実感が

ないまま、明日からの活動に期待を膨らま

せて就寝しました。 
 
８月１６日（木） 足立 明日香 

 今日の午前中は兵庫文化交流センターを

訪問しました。そこで小川所長さんのお話

を聞いてファーガソンファームに向かいま

した。移動中にバスから見える景色はとて

もきれいで、日本では見れない景色でした。 
 ファームに着いたとき、どこを見ても緑

しかないことに感動しました。トランポリ

ンやバスケをして遊んでから、トラクター

に乗せてもらってファームの中を回りまし

た。空気が良くて気持ちよかったです。そ

れからみんなで看板を作りました。自由時

間はブランコに乗ったりもしました。 

  
夜にはキャンプファイヤーをしました。

ジョンさんがアボリジニーの良いお話をし

てくれました。たくさんの星が見れてとっ

てもきれいでした。天の川や南十字星も見

れました。 
 大自然の中で色んな動物とふれあったり

できてとても楽しい思い出に残る１日でし

た。 
 
８月１７日（金） 大西 史記 

 

今日は朝からファームで活動しました。

朝６時に HOUSE を出て散歩をしました。
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風がとても冷たくてビックリしました。朝

食も済み、最初にしたことは牛の乳しぼり

です。以前、小学校の自然学校で体験して

いたので上手くできました。次は、稲美町

の方角に向けて看板を立てました。昨日か

ら取り掛かっていて、完成した時はとても

嬉しかったです！！他にもいろいろなこと

をし、ファームを後にしました。オーナー

のジョンさんにはとても感謝しています。 
ファームからホストファミリーに会いに

行くバスの中は、昨日の夜のことで大盛り

上がり！！楽しかった！ 
ついに･･･！ホストファミリーと面会。緊

張しました。でも、Mother が中心に話しか

けてくれてとても和めました。プレゼント

もとても喜んでもらえました。それから、

出かけよう！！といわれたのでついていく

と、オーストラリアのプレゼントをたくさ

んもらえました。Very happy！！ 
 

８月１８日（土） 安福 友紀 

 
昨日まではみんなと一緒だったけど、今

日からはみんな別々なので不安でした。私

は一つの家に２人で行ったので、もう１人

の人に頼らないように心がけていました。 
 朝から買い物に行きました。買いたいと

思うものがあったけど、お金の使い方がわ

からなくてホストファミリーの人に聞くと、

優しく教えてくれて買うことができました。 
 博物館に行って広さにビックリしました。

そこには恐竜の骨などがあって、説明など

の字は全部英語だけど見ているだけでとっ

ても面白かったです。夜にはみんなで１人

１枚ピザを作りました。用意もみんなでし、

作り方も教えてもらい、とっても楽しかっ

たです。それまではあまり会話がなかった

けど、みんなとピザを作って、会話が少し

弾んで楽しかったです。 
 最初は全然しゃべれなかったけど、一日

一緒にいて少ししゃべれるようになって、

とっても楽しかったです。 
 
８月１９日（日） 太田垣 彩子 

 
 みんなとかたまって行動していた私にと

ってはとてもドキドキした１日でした。ハ

ンナのお母さんとハンナとアーロン（ハン

ナの弟）とでショッピングに出かけました。

見たことのないおもちゃがいっぱい売って

いたり楽しかったです。その次にお昼を食

べてから海に行きました。そこには冬なの

にサーフィンをしたり、水着で普通に浜辺

を歩いている人が多くて“私はタートルネ

ックなのに”と思い、ちぐはぐな感じがし

ました。 
それからマーケットに行きました。向か

いで海賊のショーをやっていたり、いろい
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ろなお菓子・オーストラリアのショップ・

色とりどりのろうそく・ブーメランなどの

雑貨が売ってて、映画の中に入ったみたい

でとても楽しかったし、いい経験をさせて

もらいました。オーストラリアにいるんだ

なって思ったらとても感動しました。 
明日も楽しみです。 

 
８月２０日（月） 鶴岡 美由紀 

 
 ガバナースターリン高校の見学をしまし

た。学校に行く前にお菓子とジュースをく

れました。学校に持って行っていいそうで

す。アクセサリーもつけていました。車の

中で化粧をしていてビックリ！ 
ギター演奏を聴いた後に私たちも「ズッ

コケ男道」と「上を向いて歩こう」と「ラ

ジオ体操」をしました。みんなもしてくれ

たので嬉しかったです。学校見学では、日

本にない授業がたくさんありました。その

後は、動物園でコアラにふれたりカンガル

ーに餌をやったりウォンバットを抱いたり

して楽しかったです。 
そして、家に帰ってスワン市のレセプシ

ョンに行きました。そこでも出し物をしま

した。でも、デッキの調子が悪くて始めは

うまくできませんでしたが、デッキを変え

て最後にもう一度やらせてもらいました。

家族が“とてもよかったよ”と言ってくれ

たので嬉しかったです。今日はとても楽し

かったです。 
 
８月２１日（火） 井澤 沙知 

今日はお世話になったホストファミリー

とお別れの日。４日間でいろんな体験をさ

せてもらい、日本とは違った生活・文化に

ふれ、英会話に苦労したりと日本ではでき

ないことをたくさんすることができました。

感謝の気持ちなどが込み上げてきて、泣き

そうになりつつも大きく手を振りました。 
その後、パース市

内で買い物をしま

した。いろいろ食べ

たり買ったりした

けど、私はコインの

使い方がいまだに

さっぱりわからず

札で払うばかり…。

１時間はあっとい

う間でした。空港に着き、とうとうパース

ともお別れ。現地のガイド（通称タケちゃ

ん）とも別れて「また来るから！」と言い

残し飛び立ちました。 
チャンギ空港では、買い物をする時間が

ありました。行きはほとんど買い物をしな

かったけど、帰りは積極的に買い物ができ

て、「成長したなぁ」とみんなで実感しまし

た。今日はたくさんのお別れをしたり、自

分たちの成長ぶりを確認することができた

１日でした。 
 
８月２２日（水） 政平 純一 

みんなは全てを完ぺきに成し遂げて、疲

れをとるためにぐっすり眠っていました。

福岡さんやみんなとも、あと少しで別れて
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しまうのかと思いました。そして、関空に

着いた飛行機から降りるととても暑くて、

ちょっと進むと日本人がうじゃうじゃいま

した。あ～、日本に帰ってきたんだぁ～と

実感しました。さらに進むと松浪さんたち

が迎えてくれて、福岡さんとも別れてすぐ

にバスで出発しました。誰かが言っていた

けど、外国人が日本へ来て初めに見る景色

が工場だらけで、錆びていて、汚そうで、

とても外国人を迎える景色じゃないなぁ～

と思いました。ついでに思ったことは、日

本とオーストラリアの面積は全然違うけど、

やっぱり日本は緑が少ないなぁ～と思いま

した。木を植えているだけで緑があるんじ

ゃなくて、パチンコなど必要ないものをな

くしてもっと緑を増やすべきだと思いまし

た。 
最初はあんまり実感がなかったけど、最

後には全員が行って良かったな、また行き

たいなと思った。 
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楽しかったオーストラリアの８日間 

田 中  良
よし

 宜
のり

 

 
▲レセプションでホストファミリーと 

 
 僕は最初、この派遣事業に参加したくないと思っていました。英語苦手だし、他に誰が

参加するのか分からないし、親にお金かけさせたくないし、でも何より「楽しくない」と

僕は思っていました。そんな中、僕はほとんど無理やりに参加させられました。でも僕を

待っていたのは「楽しくない」オーストラリアではありませんでした。 
 まず、数を重ねる事前研修で不安だった英語を話すことに自信が持てました。それは、

ＡＬＴの先生を呼んでくれたり、オーストラリアで役に立つ英語を丁寧に教えてくれたか

らです。それに、事前研修を通して、支え合える仲間ができました。みんなとはすぐに仲

良くなり、男子と女子、稲中と北中分かれることなく全員が友だちになりました。そして、

その仲間とするダンスや歌は本当に楽しく、事前研修がとても楽しく感じました。 
 オーストラリア派遣のときはとても緊張しました。でも事前研修で学んだ英語と心強い

仲間のお陰で、僕の緊張はほぐれていきました。 
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 最初のファームステイでは、工業化が進んでいる日本ではできない自然体験ができまし

た。その中で、動物とふれあったり、現地の人と会話をしたり、一緒に遊んだり、とても

貴重な２日間でした。ファームは準備運動とか言っている人もいたけど、僕はそうは思い

ません。これから一生僕の大切な思い出になると思うし、できるなら何回でも行きたいと

思っています。それくらい僕の中で大きな存在となりました。でもその分、別れのときが

本当につらかったです。 
 そして次はホームステイでした。このオーストラリア派遣のメインであり、僕の緊張の

原因でした。僕のホームステイの相手のお父さんは軍人だと聞いていました。だから緊張

も不安もあり、少しだけこわいと感じていました。実際ホームステイの方に会ったときは、

とても優しい人たちで、僕にいろいろ気遣ってくれ、笑顔の絶えない家族でした。それで

もやっぱり最初はなじめず、動揺ばかりしていました。でも、２日目、３日目にはたくさ

ん会話できるようになっていて、あの時緊張していた自分がとても恥ずかしく思えました。

それからは、何のトラブルもなく、優しい家族に包み込まれながら楽しい日々を過ごしま

した。 
 そして、僕が一番心に残っているレセプションです。この日は久しぶりに友だちと会え

たのもあって、かなり気持ちが高まっていました。今まで歌やダンスを練習してきたのも、

この日のためです。でも、僕たちはダンス中、予想外の出来事に巻き込まれました。その

ため、僕たちの出し物は一時中断、会場にも重たい空気が流れていました。でも、もう一

度したいと思う僕たちの強い気持ちによって再びやらせてもらえました。そのお陰で会場

全体が盛り上がり、みんな大きく拍手してくれました。僕たちの出し物は大成功でした。 
 そんないろんなことがあるオーストラリア旅行だったけど、今となれば本当に大切な思

い出です。あの時、「楽しくない」と思っていた自分に反省しています。そして、嫌がって

いた僕に派遣をすすめてくれた家族に感謝しています。もちろん、引率してくださった方々

やこの派遣にかかわり、手助けをしてくれた人たちにも感謝しています。みんなのお陰で、

僕はたくさんのことを学び、たくさんのものを手に入れることができました。 
 生きている中で考えたらとても短い間だったけど、良い仲間と過ごした、本当に「楽し

い」オーストラリアでの８日間でした。みんな本当にありがとうございました。 
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保護者の目から見た派遣事業 

 

「中学生海外派遣事業に参加させて」 

田 中  ま さ ゑ 

 
 「また、行こうな！」自宅での第一声が満面の笑顔で発せられた。嬉しい言葉がオース

トラリアでの一週間を表していて、これ以上にない最高のお土産でした。  
ミルキーウェイ、南十字星、澄んだ空気のファーム。単語を並べながらも一生懸命に意

思疎通をはかってのホームスティ。外貨でのショッピング。レセプションでの挨拶やダン

ス披露等の体験が心の宝物としていつまでも残ることでしょう。 
２年前にこの中学生海外派遣事業を聞いた時から、是非に参加させたいと子どもの意思

に関係なく決めておりました。参加申し込みに始まり、面接、説明会、事前研修とある中

で、消極的だった子どもが徐々にまわりに打ち解け、参加仲間との絆を深め、楽しそうに

準備を進めていく様子が最初のステップアップ。出発前の荷物の用意をしながら、本当に

大丈夫かしら？と不安を感じつつ「子離れ」をしなくてはと自身に言い聞かせたのが二つ

目。 
そして、滞在期間中には何段階ステップアップ出来たでしょうか？ 
子どもの成長を感じることが出来るチャンスに恵まれたことに感謝いたします。また、

この事業を企画推進、サポートしてくださいました皆様方に心よりお礼申し上げたいと思

います。ありがとうございました。 
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We love Australia★ 

井 澤  沙
さ

 知
ち

 

 
▲オーストラリア最終日、みんなでピース！ 

 
 私はこの８日間は楽しいことや初体験、学ぶことの連続だったと思います（不安もしば

しば…）。全部伝えたいのですが、書ききれないほど多いので特に心に残っていることを書

こうと思います。 
 まずは飛行機のことで、実は私は飛行機が初めてでした。想像以上に便利で、ゲームを

したり音楽を聴いたりできるので、飛行機の時点で既に感激してしまいました。パースに

着くのに１０時間３５分かかったけど、私に疲れはなく、ただオーストラリアの夜景に「ス

ゲー！！」というばかりでした。 
 私が初めてオーストラリアの地を見たときの第一印象は、「なんか平べったい」でした。 
次の日のファームステイでは、日本とはスケールの違う広大な素晴らしい大自然が私た

ちを待っていました。それに何と言っても星が本当にキレイで、息が詰まるくらい一面が

星でした。ポニーに乗ったり、乳しぼりもしました。山羊に牛乳をあげたらバケツを上に

あげすぎたのか、「飲みにくい」といわんばかりに怒って牛乳をかけられてしまうハプニン

グがありました。これも良い体験です。ファームでは、自然や動物の素晴らしさや大切さ
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を学び、また積極的に何でも参加すると自分も成長するし、周りにもプラスになることが

わかりました。 
３日目からいよいよホームステイが始まります。私はそれほど不安はなかったのですが、

実際にホストファミリーに会ってみるとパニックでした。ノニーにはショッピングや海、

パーティーといろいろな場所に連れて行ってもらいました。ここで日本との違いを発見し

ました。私はオーストラリアへジャンバーまで着てきたのに、現地の人はみんな半そでで

驚きました。それに冬なのに海とか考えられなかったです。でも、とっても水が青くて気

持ちよく入れました。とても楽しかったのですが、私は日本語をしゃべりたくて仕方がな

かったので、公衆電話の使い方を教えてもらって、引率者の方に電話してしまいました。

実際に行ってみたらそれくらい日本人や日本が恋しくなります。家ではたいていテレビと

かを見ていました。私は折り紙をしたり、写真を見せたりと自分から勇気を出して誘って

みました。折り紙では不器用な手つきだったけど、できた時に喜んでくれたので嬉しかっ

たです。あと、お餅を持って行って、茹でて砂糖・油につけて食べました。ノニーは「美

味しい！」といってくれたけど、ノニーのお母さんと妹は少し顔をいがめていました。食

感がダメだったそうです。ご飯のことですが、私は米を食べないのだと思っていたけど、

毎日米は食べました。豆とか使った料理で美味しかったです。ご飯は美味しかったのです

が、私が驚いたことは、いっぱいマクドナルドへ行くということです。ご飯を食べたにも

関わらず行くので、４日で３回も行きました。あまり日本とは変わりませんでした。あと、

おやつを常に食べているのは驚きでした。くれるので「Thank you」といってもらうのです

が、心の中では太らないかとても心配でした。 
レセプションの出し物では、途中まで順調に進んでいたのに、突然音楽が切れてしまい

焦りました。３回目もテープは鳴らなかったので、とりあえず後回しにしたけど、やっぱ

り今まで何度も練習したから「これだけはやりたい！」って思ったので、別のデッキを持

ってきてチャレンジしました。すると、とても盛り上がって、一緒に踊ってくれる子もい

てとても楽しかったし、感動しました。この時は、みんながさらに団結したと思います。 
私はこの海外派遣を通していっぱいのことを学びました。特に私が感じたことは、感謝

の気持ちです。私たちがこうやってオーストラリアでいろんな人とふれあい、たくさんの

体験ができるようにと考えてくださった方や、オーストラリアで出会ってとても優しく接

してくれたホストファミリーや友だち。またファームステイでお世話になったジョンさん

やバスを運転してくださったハーワードさん。現地のことをたくさん教えたり、いっぱい

いろんな話をしてすぐ仲良くなったタケちゃんと福岡さん。私たちを見守ってくれた団長

を始めとする大人の方々。そして、陰で支えてくれた私の親。無事に帰ってきたことなど

全てに感謝の気持ちでいっぱいです。１４歳でこのような体験ができてとても幸せだと思

いました。まだ英語は聞き取れないけど、これからもっと勉強してしゃべれるようになり、

まずもう一度ホストファミリーやジョンさんとたくさんの話をしたいと思います。それに、

英語に関係のある職につきたいと改めて感じました。たくさんの体験をし、この先自分が
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どうしたいのかがハッキリとした、とても前向きな中身が詰まった８日間でした。ありが

とうございました！！ 
 
 

保護者の目から見た派遣事業 

 

中学生海外派遣事業に参加させて 

井 澤  み ど り 

 
このたび中学生海外派遣事業という貴重な事業に参加させて頂きました。 
娘が「オーストラリアに行きたい！」というのはわかっていましたが、申し込みは躊躇

しました。受験勉強の大切な時期に時間は取られるし、準備も大変だろう…など、親の方

が考え過ぎてうやむやにしていましたら、「お母さん、絶対行くから！！」と強い意志をぶ

つけられました。遅ればせながら申し込み、面接・作文に受かりました。実際、準備は大

変でした。学校の宿題や塾の勉強、荷物の準備…、しなければならないことが山積みでし

た。しかし、次々とこなし、とても充実している様子でした。 
英語に関しては「何とかなるだろう…！！」と、母娘ともほとんど心配はしていなかっ

たのですが、向こうでは言いたいことは伝わっても、言っていることが聞き取れないこと

と、日本語がしゃべりたくて添乗員さんに電話をかけてしまったそうです。 
出発する数日前、星空を見ながら「オーストラリアで南十字星を見ておいで！！」と話

していましたので、「南十字星を確認したとのこと」と連絡を頂いたときは「やったぁ！良

かった！」とひそかに感激しました。ファームの夜は最高だったでしょう。 
帰国後は日々の生活に追われ、だんだんオーストラリアのことは話さなくなってきまし

たが、実際に自分の目で見、耳で聞いたことが心の中にいっぱい詰まっているので、忘れ

ることはないでしょう。 
最後になりましたが、この旅でお世話になりました方々に深くお礼申し上げます。あり

がとうございました。 
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かけがえのない８日間！ 

大 西  史
ふみ

 記
のり

 

 
▲ホストファミリーとレセプションで 

 
僕は、この海外派遣事業に申し込んで、本当に良かったと思います。 
１年生の２学期の始業式の時に、オーストラリアに派遣された先輩の報告がありました。

そのときは「外国なんて･･･」と、自分とは全く関係のない存在だと思っていました。しか

し、稲美町海外派遣事業の派遣生募集の案内が配られ、悩んだ末、お母さんに「僕、オー

ストラリア行きたいねん」と言いました。反対もされましたが、最後には行くことを許し

てくれました。 
このあと、異国の地で、素晴らしく、そして、楽しい充実した８日間が待っていること

は、まだ知る由もありませんでした。 
そして、その選考会に集まったメンバーは、１０人中１０人。正に運命的な出会いであ

ったと思います。 
選考の結果、全員、オーストラリアに行くことができることになりました。 
そして、何度も事前研修をして、気候、文化などさまざまなことを学ぶと共に、出し物

の練習。そして何より英語研修など、たくさんの準備をしてきました。その間に、１０人

の仲間たちとも打ち解け、団結力も高まっていきました。出発２日前の結団式では、多く
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の方々に集まって頂き、ことの重要さを改めて感じました。 
そして、運命の１５日早朝、１５歳夏のメインイベントと言っても過言ではない、この

事業がスタートしました。海外渡航初めての人たちも多く、空港に向かうバスの中は異様

な盛り上がりを見せました。そして、飛行機が日本を飛び立ち、上空から見る日本に感動

しました。飛行機はシンガポールを経由しオーストラリアパースへ。空港に着いたときは、

すでに深夜１時。そのままバスでホテルに向かいました。そこで、現地ガイドの、武田さ

ん（タケちゃん）と出会いました。ホテルに入り、これから待っている旅に思いをはせな

がら就寝しました。 
次の日、まず兵庫文化交流センターの小川所長を表敬訪問しました。そこで、オースト

ラリアについて、多くのことを学びました。そのままバスでファーガソンファームへ。オ

ーナーのジョンさんと共に、大自然の中でのびのびと活動しました。心配していた天気も

よく、夜には降るような星空、流れ星や南十字星もくっきりと見えました。 
 次の日も午前中はファームで活動しました。ファーム内のレストランで最後の昼食をと

ったあと、スワン市へ１００ｋｍのバスの旅。これからホストファミリーに会いに行くと

いうのに、バスの中はハイテンション。不安もかき消すことができました。 
ここからホストファミリーとの生活が始まりました。ホストファミリーの家には、馬が

２頭、犬、猫が３匹、ニワトリが２羽、ハムスターが２匹いて、とてもびっくりしました。

そこで、普通の旅行では体験できないオーストラリアの生活習慣にふれることができ、と

ても良かったです。 
ステイ４日目、ガバナースターリン高校へ行き、久しぶりにみんなと出会いました。学

校見学をした後、動物園へ。そこでは、多くの動物たちがのんびりと過ごしていました。

カンガルーに餌をあげたり、コアラにさわったり、貴重な体験ができました。その夜、ス

ワン市主催のレセプションがシティーホールで開かれました。ここで、他のホストファミ

リーと出会いました。事前に練習していた出し物は、ＣＤが止まるというハプニングもあ

りましたが、最高の形で終えることができ、１０人の団結力がさらに深まったと思います。 
ホストファミリーとの別れの日、それはとても悲しかったですが、悲しみをこらえバス

に乗り込みました。そして、パースの町が一望できるキングスパークに行きました。タケ

ちゃんのすばらしいガイドで、キングスパークの豆知識をたくさん知りました。その後、

パース市内で買い物をして、帰国の途に着きました。「もう一度オーストラリアに行きたい」

帰りの飛行機の中で、そう思いました。日本に到着し、役場で解団式をしたときは、もう

終わったのか･･･といった感じでした。 
オーストラリアで、学んだことは今後の人生の一生の思い出になると思います。僕は、

団長はじめ、この事業にかかわってくださった多くの人に感謝します。 
本当に充実して、楽しい８日間を有り難うございました。 
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保護者の目から見た派遣事業 

 

１５歳、夏。旅立ち 

大 西  知
とも

 子
こ

 

 
１５歳、夏。酷暑の日本を脱出して、一路、オーストラリアパースへ。親元離れて旅立

つのは、今回の海外派遣で８回目。自立の階段を一歩一歩、上がっていく我が子に頼もし

さを感じています。 
ある日突然、「僕、オーストラリアへ行きたいねん。」何の前触れも無く、言い出しまし

たので、正直申し上げて驚きの一語に尽きました。海外派遣事業については、稲美町広報

等で存じておりましたけれど、“まさか我が子が”という思いが先行して、思わず「えー、

だいじょうぶなん？」と、息子の意に反した言葉を投げかけたと記憶しております。 
彼の勇気に唖然とするばかりでした。よくよく聞いてみると、実際に英語圏に行って生

の英語にふれたい。日本とは違う文化、習慣、気候など、色んなことを知りたい。そのた

めにも絶好のチャンスであるから、ぜひ参加したいと申しました。彼の意思は固く、ＯＫ

をだしました。準備期間が長く感じ、心配したり、やきもきしたりしたこともありました。

今、改めて思いますに、“何事も案ずるより生むが易し”であったと実感しております。 
帰国して空港の出口から、スーツケースを引っ張りながら出てきた我が子を見て、なん

ときらきらしていたことか。日常生活の中で、このような満面の笑顔を久しく見ておりま

せんでしたので、正にこの時、参加させて頂いて本当によかったと思った瞬間でした。 
帰宅してからも、オーストラリアでの思い出話はつきません。ファームステイでの広大

な大地と自然の豊かさ。ホームステイ先での孤軍奮闘ぶり。明るくおおらかなホストファ

ミリーが、温かく見守ってくださったこと。シティーホールでのスワン市主催のレセプシ

ョンでは、派遣団の仲間と心を一つにすることで最高のパフォーマンスができたこと。そ

して、団長様はじめ先生方、９人の仲間と巡り会えたことは、何ものにもかえがたい大き

な宝物になったこと。思い出の種は尽きないといった感じで、話は延々と続きます。８日

間が、いかに充実し、楽しく、意義深いものであったかを感じ取ることができました。 
思春期に見聞した異国での生活。すべてが、彼にとって生涯忘れることのできない青春

の１ページとなったことでしょう。成功したことも、失敗したことも。何もかもが、無駄

ではないこと。折に触れて感じることでしょう。 
オーストラリアの星を眺めながら、外から見た日本を思う日があったといいます。我が

子の心に去来したものは何だったのか、また追々話を聞いていきたいと思います。 
最後に、今回の海外派遣事業につきまして、お世話して下さいました全ての方々に感謝

申し上げますと共に、今後ともよろしくお願い申し上げます。 
大過なく、８日間を過ごさせて頂いたこと、今は、ただただ感慨無量です。ありがとう

ございました。
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 My best treasure ～僕にとって一番大切なもの～ 

原  由
よし

 洋
ひろ

 

 
▲ホストファミリーと一緒に！！ 

 
僕にとってこのオーストラリア海外派遣事業は一番大切な宝物となりました。オースト

ラリアに向けて出発する前は、自分の英語は通じるのだろうかという不安でいっぱいでし

たが、当日、一緒に行くみんなと会ったときには大きな期待を持って出発することができ

ました。 
オーストラリアに着いたときは息が白くなるほど寒かったので驚きました。けれども真

っ暗だったので、あまり日本とは違いを感じませんでした。 
次の日は、午前中に兵庫文化交流センターで小川所長のお話を聞きました。その話の中

では、日本とオーストラリアの関係や、これからは自分たちの国の文化をより深く学ばな

ければいけないということがわかりました。今までは日本の文化についてあまり興味はな

かったけれど、しっかりと学ぶことが必要だと思いました。 
午後はファームで活動です。とにかく広くて緑がどこまでも続いていて、とても感動し

ました。そして何より空気がおいしかったです。カンガルーや牛を見たり、ポニーに乗っ

たりと、さまざまな体験ができました。そして夜にはキャンプファイヤーを囲んで星を眺
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めました。日本とは比べ物にならない数の星が輝いていて、流れ星や日本では見られない

南十字星が見れて感動しました。オーナーのジョンさんがどんな時でも英語でわかりやす

く説明してくださったので、少しずつ英語に慣れることができました。このファームステ

イはホームステイに向けての心の準備をしっかりとできる最高の機会でした。 
そして、一番楽しみにしていたホームステイの時がやってきました。最初はとっても早

い英語が聞き取れなかったけれど、「ゆっくりと話していただけませんか」と言うと、僕に

も理解できる簡単な英語でしゃべってくださったのがとても嬉しかったです。このホーム

ステイで一番心に残ったことは、自分で進んで話しかけることが必要だということです。

出会って初めのころ、会話はあまり弾まず、短い単語で話しているだけでした。このまま

の状態が続くのは嫌だと思ったので、積極的に自分の気持ちを伝えようという姿勢に切り

替えました。すると、会話が増えるとともに、英語を話すのがとても楽しくて仕方がなく

なりました。会話が増えると自分の知らない単語が出てきて、説明が理解できずに何度も

質問を繰り返したけれども、電子辞書などを使って親切に教えてくれたミッチェルやお父

さん、お母さんには本当に感謝しています。 
また、休日にはビーチに連れて行ってもらいました。冬なのに泳いでいる人がいたので

ビックリしました。そのことをホストファミリーに伝えると、「泳ぐ？」と聞かれてビック

リしました。水着は家から古いものを持ってきていたので、それを使いました。初めて泳

ぐインド洋の海はとてもきれいで冷たかったです。そして、塩辛いことも確認しました。

このようなことはめったにできないと思うので、準備をしてくださっていたホストファミ

リーの方に本当に感謝しています。このホームステイでは生活英語を学ぶこともできて、

本当にとても良い経験を積むことができました。 
最終日の夜のレセプションでは、今まで事前研修で練習を重ねてきた踊り、体操、合唱

をしました。何回もハプニングがあって、少しあきらめかけたときもあったけれど、みん

なの強い意思と周りの方々の努力で最後まで頑張り完全燃焼できました。ハプニングがあ

って雰囲気が悪くなるかと思っていたけれど、最後にはみんなが参加して本当に感動して

くれたのでとても嬉しかったです。これもオーストラリアならではのことではないかと思

い、やりきったという思いとオーストラリアはとてもフレンドリーだという２つのことに

感動しました。 
帰国の日、ホストファミリーとの別れはとても辛かったです。しかし、必ずもう一度会

いに行くという約束をして、感謝の気持ちもしっかりと伝えて別れることができました。 
帰りのシンガポールでの乗り換えの時には、みんなや僕自身も大きく成長したことが感

じられました。行きのシンガポールではレジに近づきもしなかったけど、帰りにはみんな

たくさん買い物をしていたからです。みんなの目には自信が満ち溢れているように見えま

した。その成長する機会を与えてくださったたくさんの方々に感謝し、今回学んだことを

これからの将来に役立てていきたいと思います。 
Thank you very much for everything! 
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保護者の目から見た派遣事業 

 

「ホームスティによせて」 

 原   敬
けい

 介
すけ

 

 
  ある日「ホームスティに行っていい？」「行きたければいけば～！」で始まったオースト

ラリアのホームスティ狂想曲。パスポート申請の書類準備から始まって衣類・小物の購入

からスーツケースの購入（私が使っていたスーツケースの故障が発覚し急遽買換え）とド

タバタと過ぎて行き、結団式・出発・帰国・解団式そして８月３１日の反省会でフィナー

レを迎えた。 

  途中、楽しそうに事前学習や準備をしていたけれど、出発１週間前くらいになると一人

でのホームスティということで心細くなったのであろうか、不安そうな表情を時折見せる

こともあったが、当日元気に出て行き、１週間後楽しかったと帰って来た。 

  出発前夜、「解らなかったらハッキリ解らないと言いなさい。解っているのか解っていな

いのか判らないと向こうも困るから。」とアドバイスした。この言葉が効いたのかホストフ

ァミリーの方たちが忍耐強かったのか、比較的意思の疎通が出来たようで、初めての海外・

初めて見るオーストラリアに感動し、楽しく過ごせたようであった。 

  いろいろ不安もあったと思うが回りが、全て異国の人という環境の中に入り込み、「英語

で話しかけられてそれに答える勇気」、「英語で話しかける勇気」を実践したことにより、

物事をポジティブに受け止めることが出来るようになったのではないか？ いわゆる「何事

も最初の１歩踏み出す勇気があれば道が開ける」ということをおぼろげながらも体感した

のではないかと期待している。国が違えども、言葉や生活環境・習慣が違えども理解し合

うことは可能であること、見知らぬ中に一人でいることの心細さ、気に掛けてくれる人が

いることの安心感、人の温もり等を感じてくれたのであれば有り難い。 

  「オーストラリアはどうだった？」との問いかけに「感動した！」の一言が返ってきた

時は、「今回の派遣事業に参加させて本当に良かった。」「参加させた甲斐が有った。」と非

常に嬉しく思った。 

見るもの聞くもの初めて尽くしで戸惑いも数多くあったと思う１週間の中で、どこまで

感じたのかは解らないけれども、この経験が人間としての成長の足がかりになることを期

待している。親としては今回の感動を忘れずいて欲しい。感動が新たな活動・活力の原動

力になり得ることを気付いて欲しい。この経験がグローバルな視野を持つこと、「１歩踏み

出す勇気」を持つことのきっかけになればと願う。 

  派遣事業におかれましては団長さんほか引率していただいた方々、現地の情報を逐次報

告いただいたスタッフの方々、派遣事業が円滑に進むよう御尽力いただいた方々に心より

御礼申し上げます。真に有り難うございました。
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海外派遣を通して 

  田  裕
ゆう

 子
こ

 

 

▲ホストファミリーと 

 
 オーストラリアに行く前の夜、私は不安と緊張と楽しみでなかなか寝付けませんでした。

なので、出発の日はとても眠く、こんなんで大丈夫かなぁと心配でした。でも、飛行機の

中でずっと寝ていたのでとてもスッキリできました。 
 1 日目のファームステイでは、すごく広大な土地だったので驚きました。しかも、行く途

中の道で牛や馬を放し飼いしているのをたくさん見て、牛たちもこんな広いところで成長

できたら幸せやなぁと思いました。私は、ポニーに乗れたことが嬉しくて、重い私を乗せ

てくれてありがとうって言いたかったです。そして、ファームを経営しているジョンさん

という人がとてもかっこいい（内面的に）人で、すごく尊敬しました。例えば、夜道はと

ても暗くて私たちだけだと懐中電灯なしでは歩けないのに、ジョンさんは何もなしで走っ

て行動できてしまったり、何か作業をするのもとても手慣れていて何でもやってしまうし、

作業中ハプニングがあって指をケガして血が出ても全然痛そうじゃなかったり、クールな

のに優しかったり、私は“ジョンさんみたいになろう！”とファームステイをして強く思

いました。このファームステイでみんなの仲がぐっと深まりました。 
 そして次の日からいよいよホームステイ。ホストファミリーとご対面のとき、いくら探
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しても私のホストファミリーの子がおらんへんと思ったら、なんとお母さんが風邪をひい

て私のホストファミリーが変わっていたのです。最初はショックで、ここまで来たのに…

と思いました。でも、新しいホストファミリーの方がとても優しく接してくれて、安心で

きました。最初に私がホストファミリーに話し掛けた言葉は“How can I call you?”です。

そして、お母さんをマム、ダニエルをダニエルと呼んでと言われたのですが、結局お母さ

んのことをマムとは呼べなくて、少し後悔しています。 
 １日目、晩御飯がフィッシュ＆チップスというオーストラリアのファーストフードで、

美味しかったのですがとても油っこくて、すぐにお腹いっぱいになりました。そして、夜

寝るときは、すごくホームシックになって、日本が恋しくなってしまいました。 
 ホームステイ２日目はショッピングに連れて行ってくれました。どの建物もとてもオシ

ャレで、ディズニーランドみたいでした。アクセサリーとか服は、結構はやっている物が

一緒だったので買いやすかったです。お昼御飯は HUNGRY JACK’S というハンバーガー

屋さんのチーズバーガーのセットを買ってもらいました。味は日本のより少し濃いくらい

で、量もちょうどよく食べやすかったです。その日は歩き回ったので足がとても疲れまし

た。なので、夜はぐっすり寝ることができました。 
 ホームステイ３日目は、ホストファミリーのおばあさんとおじいさんの住んでいる家に

行きました。お昼ご飯にラザニアにミートソースをかけたものを食べたのですが、それが

とても美味しかったので日本でも作りたいと思いました。帰りに湖みたいなダムみたいな

ところに行ったのですが、雨が降っていたのであまり見れなくて残念でした。 
 そして最終日。お別れするのがとても寂しかったです。最後は抱き合ってお別れを告げ

ました。そして、本当はホームステイするはずだった子とも会えたので良かったです。ダ

ニエルとその家族の人に４泊５日も英語の苦手な私たちを泊めてくれて、心の底からあり

がとうと言いたいです。 
 私にとって海外派遣は感謝とありがたみをよく学べたものでした。ホストファミリーの

方が気を遣っていろいろしてくれたり、オーストラリアにいて日本が恋しくなったとき、

初めて家族や友だちのありがたみを学べました。とても充実した７泊８日の旅でした。 
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保護者の目から見た派遣事業 
 
「中学生海外派遣事業に参加させて」 

 田  陽
よう

 子
こ

 

 
 我町に中学生海外派遣事業があることを娘が知ったのは、中１の時。広報に掲載された

写真を見たときだったと思います。当時、バスケットボール部に入り、部活一筋の生活で

したが、「先輩の行ったオーストラリア、私も絶対行きたい！」と、夢を膨らませていまし

た。中３になり、申し込みを受理されてからは、忙しい日々でしたが、目的を持っていま

したので、とても楽しそうに研修に参加し、準備をすすめていました。町からの派遣とい

う大きな役割りを与えて頂いたことで、参加される友だちやサポートしてくださる関係者

の方々と貴重な時間を共有し、研修で多くのこと学んでいたように思います。 
 オーストラリアのファームでは農場のジョン氏の生き様が強く心に残ったようでした。

遥か彼方の未知の地で、愛情いっぱいに子どもたちを迎え、誇りを持ってファームを営ん

でおられる方がいる。その出会いに親として感謝です。 
 ホームステイでは、突然のホストファミリーの病気というアクシデントがありましたが、

急な変更に快く対応してくださる別のファミリーのお陰で予定通りのホームステイを経験

させていただくことができました。現地での様子はメールで詳細が送られてきていました

ので、本当に「世界はひとつ！」を実感しました。 
 レセプション等で練習してきたダンスや歌を通して、心を尽くして努力すれば、人と人

は通じ合い、分かり合えることを気付かせてもらえたと思います。海外体験は実は我家で

は娘が第 1 号です。彼女の旅立ちを見守ることで家族みんなが共にオーストラリアへの夢

を共有し、実感することができました。 
 本当に多くの方々の協力や支えがあってこそできる海外派遣事業だと思いました。貴重

な体験をさせていただいたことに心から感謝します。 
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一生の思い出に残った 

 

政 平  純
じゅん

 一
いち

 

 
▲スワン市主催のレセプション、みんなで記念撮影！ 

 
 最初の一日目は、飛行機に乗るなんて久しぶりだからとてもわくわくしていました。そ

して、飛行機が飛ぶととても日本が小さく見えました。沖縄なんかも見えました。は～、

このまま時が過ぎないほうがいいなぁと思ってしまいました。 
 ３時間ぐらい飛行機に乗ってチャンギ空港に着きました。もう日本人なんていなくて、

ちょっと不安になりました。少し時間があるので４０分間ぐらい自由行動をしました。で

も、ちらっとお土産物売り場を見て１５分ぐらい前にはもう全員集合していました。初め

からすぐに集合できることは凄いと言われたので、なんか嬉しかったです。そして、いよ

いよチャンギ空港からオーストラリアまでの飛行機に乗りました。さすがに今日２回目だ

ったので飛行機は慣れていたけど、夕食のカレーがとても辛くて、水、水、水と言ってい

ました。これがシンガポールでの辛さかと思いながらも異常に辛かったです。 
そして、夜なので眠っていると、いつの間にかオーストラリアの空港へ着いていました。

でも１２時だったので、めちゃくちゃ眠たかったです。そして、バスに乗ってホテルへ向
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かいました。半分寝ている状態で乗っていました。ホテルは意外にきれいで、部屋に入る

とすぐにベッドへ飛び込みました。長い間座っていたのと、かなり歩いたせいでくたくた

でした。初めての目覚ましをかけて“よしＯＫ！”と思いきや、２日目の朝になるとひと

つも鳴りませんでした。とてもショックでした。ずっと２時３０分のままでした。朝も夜

も思ったことは、シャワーは手に持つんじゃなくて上から出るもので、あぁここが日本と

オーストラリアの違いかと学びました。 
そして、次はファームステイです。レストランで食事をしたり、その後にはトランポリ

ンやバスケットボールをしました。トランポリンはとくに難しく、なぜか恐がってしまい

ました。次に馬に乗ったりしました。日本ではできない貴重な体験をいっぱいさせてくれ

ました。夜には星を見ました。日本では見ることのできない南十字星を見ることができま

した。でも、あまり分かりませんでした。ついでに、ザリガニを捕まえる仕掛けを池に設

置しました。 
３日目には男子で６時に起きようといって早朝に朝日を見に行きました。絶景で写真を

撮ってもらいました。そして、バスケットボールもしました。田中君は本気でやっていた

ので、“さっすが～”と思いました。みんなで「２００７」と彫った看板を立てました。上

出来でした。これからもずっと引き継いでほしいです。みんなでこのままファームステイ

をしたいなぁ～と言いながらホームステイ先の家族と対面しました。 
家に行くときの車の中でいろいろ聞かれたけど、しゃべるスピードが早くて何かわから

なかったです。僕が一番良いなと思ったのは、僕より小さい子どもですらあたり前だけど

英語を話すことができるということです。 
４日目はホストファミリーとショッピングに行きました。日本より何もかも高いなぁと

思いました。家族の分は買ったし、お昼を食べることになって「清水」というお店があっ

たので行ってみると日本人がいました。とても嬉しかったです。その後、海へ行きました。

日本の沖縄よりもきれいでした。写真！！と思ったらカメラを忘れていて、肝心なところ

で忘れる自分がだめだと思った。 
５日目は雨だったのでごろごろしていました。 
６日目はガバナースターリン高校を訪問しました。そこではどんなことを勉強するのか、

何をしているのかを教わりました。そして家に帰りました。その後、市役所に行きました。

今度はレセプションです。ダンスは思わぬハプニングがありながらもあきらめずに踊るこ

とができました。何かをやり遂げたというとても強い気持ちがみんなに広がりました。 
７日目と８日目は日本へ向けて帰りました。 
とても寂しく、また絶対行くぞと言って良かったと盛り上がったのであった！ 
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保護者の目から見た派遣事業 
 

「保護者からの派遣事業への観点」 

政 平  美
み

 智
ち

 子
こ

 

 
 この事業に参加させようと思った意図は、日本以外の国で英語を試してほしいなぁと思

い、子ども自身に聞いてみると「行ってみようかな」という軽いのりでした。親の思いと

子どもの思いとは少々誤差はあるものの嬉しい反応でした。 
 行かせるにあたっては、昨年に参加された方に細かいアドバイスをいただいたり、何回

も役場の資料を読み返したりと、親としてできることを配慮したつもりです。 
 稲美中から５名、北中から５名と、１回１回の事前研修を重ねる度に交流が深まり、と

てもほほえましく感じる一瞬でした。 
 さあ、一週間の始まりです。飛行機が無事に着くのだろうかとか、ホームステイ先でフ

ァミリーと仲良く英語で会話ができているのがろうかとか心配だらけでしたが、一日２回、

役場からのメールで日々の様子がよくわかり心癒されました。 
 帰国後、とてつもない広さのホームステイ先の話を聞いたり、自分が撮った写真の説明

を聞いたりと、いろんな経験をさせていただき、日本の生活とは全然違う世界を体感でき

たことは、子どもたちの将来の糧になり得る事業であったのではと感謝しております。 
 改めまして、お世話いただきました方々にお礼を申し上げたいと思います。 
 本当に有り難うございました。 
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あっという間の８日間 

 足 立  明
あ

 日
す

 香
か

 

 

▲初めて乗る飛行機に感動！シンガポール航空の客室乗務員さんと 

 
 オーストラリアでの８日間は一生忘れることのない思い出になりました。 
 行きの飛行機の中は期待もあったけど不安の方が多かったです。初めて乗る飛行機なの

で、窓から見える景色に感動したりしてなかなか眠れませんでした。そして、長かった飛

行機も無事に終り、ホテルに着いたときに自分の息が白いのを見て「冬だぁ～」って思い

ました。 
 ２日目の午前中は小川所長さんのお話を聞いて、日本の文化を大切にしないといけない

なぁと思いました。 
 そして、ファーガソンファームに着いて、どこを見ても緑でとても広くてビックリしま

した。トラクターに乗せてもらったり、稲美町の方角に向けて立てる看板を作ったりしま

した。夜はキャンプファイヤーをして星を見ました。たくさんの星が見れてとてもキレイ

でした。 
次の日はポニーに乗ったり牛の乳しぼりをしたりしました。そして、あっという間にファ

ームステイの２日間が終わってしまいました。日本ではできない貴重な体験ができてとて

もよかったです。 
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 そして、いよいよホストファミリーと対面！！自分の英語が伝わるかなぁとか、仲良く

なれるかとか、とても不安でした。でもみんなと別れた後の車の中でいっぱい話しかけて

くれて会話もできたので安心しました。その日の夜はお土産交換をしました。次の日の午

前中はショッピングに行きました。いっぱい買ってもらいました。いろんなものがあって

楽しかったです。午後はキングスパークに連れて行ってもらいました。きれいな花とかが

あってよかったです。その次の日はホストファミリーのお父さんの眼鏡を買いに行きまし

た。そこで日本人と会ってしゃべりました。神戸の人で、オーストラリアのことをいっぱ

い聞かせてくれました。その人と別れてから公園みたいなところでバーベキューをしまし

た。とても美味しかったです。それからサッカーをしたりキャッチボールをしたりして遊

びました。ホストファミリーの人とめっちゃ仲良くなれてよかったです。 
 次の日は体験入学をしました。日本の学校と全然違ったのでビックリしました。カンガ

ルーやコアラをさわったりもして楽しかったです。 
 そして、ホストファミリーと帰ってレセプションの準備をしました。 
 レセプションの会場は思ったよりも大きくてビックリしました。他のホストファミリー

の子とも仲良くなれてよかったです。「ズッコケ男道」は、途中で音楽が止まってしまって

４回ぐらいやったけど、みんな一緒に踊ってくれてとても嬉しかったです。終わってから

家に帰るときの車の中で「ダンスが上手かったね。楽しかったよ」と言われてとても嬉し

かったです。頑張って練習してよかったと思いました。 
 次の日の朝、お母さんとお姉さんにお別れを言って、学校まで行きました。お別れのと

きはとても辛かったです。 
 パースで少し買い物をして、空港に到着。ここでお世話になったガイドさんと運転手の

方とお別れ。みんなで写真を撮って飛行機に乗りました。オーストラリアでの８日間はあ

っという間に過ぎてしまいました。 
 私は出発するときの自分と帰ってきたときの自分は全然違う気がします。学校の英語の

授業では学べないことをたくさん学びました。買い物もできるようになって、大きく成長

できたと思います。この海外派遣を企画してくださったみなさんに心から感謝しています。

私はもっと英語を勉強して将来オーストラリアに行きたいです。 
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保護者の目から見た派遣事業 
 

「中学生海外派遣事業に参加させての感想」 

 足 立  千
ち

 香
か

 子
こ

 

 
 このたび、中学生海外派遣事業に参加させていただいて感謝の気持ちでいっぱいです。

まず、自分の意思で参加を決めてやり遂げたことが嬉しい。初めての面接を経験し、ダメ

かもしれないが面接を受け得たことは収穫だと語り、あまりのハードさにもう何もする気

になれないと悲鳴をあげたり、不安と楽しみと心が揺れ大変でした。乗り切れたのは仲間

のお陰、事前研修のたびに友情が深まっていったようです。 
 本人が行きたいと思ったきっかけは先輩の話を聞いてその気になったようです。貴重な

体験をさせていただくことができましたのも、企画していただいた役場の方はじめ、導い

てくださった皆様方のお陰です。毎日の報告のメールが楽しみで、大変安心できました。 
 準備が長かったかわりに、１週間はあっという間に過ぎるという感想に頭が下がる思い

です。大変お世話になり有り難うございました。 
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いろんな発見 

 安 福  友
ゆ

 紀
き

 

 

 ▲移動のバスの中で記念撮影！みんな笑顔！ 

 
 私は中学生海外派遣事業に参加して、とても貴重な体験ができて良かったです。 
 ファームステイでは日本にはないすごい大自然にビックリしました。まず、最初の作業

は看板作りでした。機械で木をきれいにするところからして、文字もみんなで彫って、思

っていた以上に大変だったけど楽しかったです。看板を立てるのもみんなで力を合わせて

スコップで穴を掘っていきました。そこの土はとてもやわらかくて、粘土質という発見が

ありました。看板を作るのも、穴を掘るのも、とっても大変だったので、立てれた時はと

ても嬉しかったです。夜にはキャンプファイヤーをして、たくさんの星を見ることができ

ました。日本では見れない南十字星や天の川などのたくさんの星が見れて感動しました。

大自然にふれあえて、いろんな発見があったし、日本では体験できないようなこともたく

さんあって、いい思い出になりました。 
 ホームステイでは、自分から積極的に話すように頑張りました。でも、自分の言いたい

ことは辞書などを使ったらわかってくれるけど、相手の言っていることが聞き取れなくて、

笑顔で乗り切ったりして頑張りました。ショッピングに行って、お金の使い方がわからな

かったので、ホストファミリーの人に聞いたら優しく教えてくれて、買うことができてよ
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かったです。夜にピザをみんな１枚ずつ作って、その時は話が盛り上がってとっても楽し

かったです。次の日の夜は焼きそばを作ってあげたけど失敗してしまいました。でも、ホ

ストファミリーの人は美味しいといって食べてくれてよかったです。失敗したときは、日

本に帰ったら焼きそばを作る練習をしようと思いました。お風呂はシャワーだったので、

湯船につかりたいと思いました。飲み物は炭酸飲料ばっかりで、最初は美味しかったけど、

ずっと飲んでいるとお茶が飲みたいと思いました。 
 ガバナースターリン高校を見学して生徒の人がギターを演奏してくれました。その後に

私たちが歌とダンスとラジオ体操をして、一緒に楽しそうにラジオ体操をして盛り上がっ

てくれて嬉しかったです。その後に動物園に行って楽しかったです。カンガルーに餌をあ

げると食べてくれて、とってもかわいかったです。コアラも見るだけじゃなくてさわるこ

とができて嬉しかったです。他にもいろんな動物がたくさんいてとってもかわいかったで

す。 
 夜、レセプションで今までずっと練習してきた出し物を見せるときがきて、とっても楽

しみでした。まず最初にダンスをして順調に進んでいたのに、途中で曲が切れてしまいま

した。もう一度チャンスをもらってトライしました。それなのにまた同じところで切れて

しまいました。もう一度したけど、また同じでした。私たちは３回もしてだめだったので、

あきらめかけていました。プレーヤーを変えてやってみたら大成功でした。ラジオ体操も

みんなやってくれて、今までの中で一番最高でした。４回もチャンスをくれた人たちにと

ても感謝しています。 
 帰るときは、オーストラリアにもちょっとずつ慣れてきていたのに寂しかったです。 
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保護者の目から見た派遣事業 
 

「次のステップ」 

 安 福  成
なり

 行
ゆき

 

 
 中学生海外派遣から帰ってきて最初に「どうだった？もう一度行きたいか？」と質問し

たところ、「楽しかった！もう一度行きたい！」と即答が返ってきて、行く前はいろいろ心

配しましたが、このひと言で安心し、行かせて良かったと思いました。 
 帰ってから、派遣中の出来事をこれまでにない表情で楽しそうに話してくれます。 
 姉が留学して体験したいろいろな良さを聞き、短期ですが自分でも体験したいと思い、

今回の派遣に参加させていただきました。また、この体験が自分にとって何かはっきりと

表現できないようですが、心の中の小さな扉を開いてくれたと思います。 
 今後の生活でその扉を大きくして、次のステップを見つけてもらいたい。 
 引率し、毎日状況報告をしていただき、何の心配もなく帰ってくることができたことを、

お世話になった方々に感謝しております。この中学生海外派遣事業を今後も続けていただ

き、一人でも多くの子どもたちに異国の生活を体験させてあげていただきたい。 
 留学した生徒の皆さん、大人になってもできるだけ稲美町内に住み、稲美町を盛り上げ

ていきましょう。 
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▲ 私の背よりデカイ！！ 

海外派遣を通して学んだこと 

 太 田 垣  彩
あや

 子
こ

 

 
 私は今回の派遣事業で普段感

じない気持ちや経験したことの

ない感動をいっぱい感じること

ができました。ファームではかわ

いい動物たちとふれあったりキ

ャンプファイヤーをしたり、プラ

ネタリウムのようにきれいな星

空を見て感動したり、色んな経験

をしました。そこで私は、ファー

ムを運営しているジョンさんの

たくましさを見て、自分たちは甘

やかされているなぁと感じまし

た。私たちのする仕事を何倍もの

速さでこなしていったり、ケガを

しても騒がないで何事もなかっ

たかのように振る舞ったりして、

こういうたくましさは見習うべ

きだなぁと思いました。ファーム

で私たちはお互いの「きずな」を

深めていきました。事前研修では

他の学校の子たちとはしゃべら

なかったし、男の子たちとは全く

無縁だったのに、ファームを出る

頃にはすっかりひとつにまとま

っていて、オーストラリアに行かなかったらこのまま出会わなかった子もいると思うと、

オーストラリアに行けてよかったなぁと思いました。 
 ハッチンソンファミリーでは、ハンナがホームステイを日本でやっていたせいか、とて

も気をつかってくれたり、優しくしてくれて、とても嬉しかったです。わからない言葉や

文があると私がわかるまでいろいろな方法で教えてくれて、とても嬉しかったです。言葉

は違えど、伝えたい気持ちさえあれば言葉の壁を乗り越えられるのかなと思いました。私

は外国の家で１人で泊まるのはかなりドキドキして、朝リビングに出て行くのもドキドキ

していました。途中のシンガポールでもみんなで行動して何を買うか相談していたぐらい
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なのに本当に自分は大丈夫なのかなと思ったけど、案外すんなりホームステイ先のハッチ

ンソンファミリーと仲良くなれてとっても嬉しかったです。そして、ちょっと感動してし

まったことは、オーストラリアの男性は優しいことでした。町を歩いていても「レディー

ファースト」といって道をゆずってくれたり、「わぁ凄いぞここわ！！」と思いました。と

っても素敵な文化だなぁと少しだけど感動しました。 
 学校では日本と全く考え方が違っていてびっくりしました。中１～高３までひとつの学

校にあることとか、日本には私学でしかそんなのないし、高３とかほとんど大人の人とも

ふれあえるんだと思うと凄いなと感じました。そして何より違うのは、実技教科が大量に

あるということです。将来に向けての技術がここで決まるのではないかなと思うほど結構

マニアックな学科とかが何個もあって、それがひとつの学校に集まっているのを見ると、

素敵だなぁと思いました。劇をやっているのを見せてもらったけど、みんないきいきとや

っていて、楽しそうでいいなぁと思いました。日本のように机にかじりついてやるのもい

いけれど、もっと実技の教科が増えたら楽しいだろうなと思いました。 
その後に動物園に行ってからキングスパークに行きました。とってもレトロな感じで、

マーケットと同様に映画の中にいるみたいでかっこいいなぁと思ったし、やっぱりオース

トラリアやなと思いました。街並みにも驚かされてばかりだし、だから日本の街並みも外

国人の人たちにとっては新鮮なのかな？と思いました。 
私たちはみんなができない良い経験をさせてもらいました。それは、両親の理解があっ

てこそできたことなのだから本当に感謝しないといけないし、いろいろな迷惑や、私たち

のために動いてくれた多くの人々、団長を始めとした先生方や添乗員さんに本当に感謝し

なくてはいけないと思いました。本当にいい経験をさせてもらいました。とっても楽しか

ったです。 

 



 

36 

保護者の目から見た派遣事業 
 
「海外派遣事業に参加させて」 

 太 田 垣  智
とも

 子
こ

 

 
 昨年の夏、「私もオーストラリアへ行ってみたいなぁ」と先に海外派遣に参加された先輩

たちの話を聞いた娘はそう話していましたが、まさか本当に実現できるとは思ってもみま

せんでした。 
 参加の機会を与えていただいてからも、引退のかかった部活動の練習や試合に参加しな

がらの事前研修、そして、初めての海外での生活や現地でのスケジュールを最後まで責任

を持ってやり遂げることができるのかなど、不安がなかったといえば嘘になります。 
 しかし、子ども自身の「楽しみだなぁ」と準備をしながら目を輝かせ、未知の世界への

希望や期待で胸を膨らませる姿を目の当たりにして、出発までには心配よりも「やれるだ

け精一杯やっておいで！」という思いのほうが強くなっていました。 
 英語がろくに話せない娘ですが、ホストファミリーの Hutchinson 一家の方々には本当に

温かく迎え入れていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。特に、娘の話に辛抱強く耳を

傾け理解しようと努力してくださったことや、困った時に親身になって助けてくれたこと

に娘も深く感激したようです。オーストラリアの広い大地、豊かな自然も然ることながら、

ホスピタリティ溢れる人々とのふれあいは娘の一生忘れられない貴重な財産になったこと

だと思います。 
 また、現地での様子をメールで日に２度も連絡いただけ、細かなサポートに保護者とし

て心強く、安心して過ごすことができ感謝しております。 
 解団式での派遣生一人ひとりのスピーチやパフォーマンスからは、出発前より一段と自

信が付き大きく成長した様子を見ることができ本当に感動しました。 
 このような機会を与えお世話いただいたたくさんの関係者の皆様に深くお礼を申し上げ

るとともに、今後も温かな交流が続くことを願っています。有り難うございました。 
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 私の旅 

鶴 岡  美
み

 由
ゆ

 紀
き

 

 

▲キングスパークにて 

 
 私は、この中学生海外派遣事業に参加してよかったと思います。はじめは、行きたいと

は思っていませんでした。しかも、英語は私の苦手教科…。中学生１年生の勉強もついて

いけていないのでかなり不安でした。でも、事前研修を重ねていくと楽しかったです。 
 そして、出発前日の夜！まだ用意が…。買い忘れがあったりスーツケースの重さは２０

キロまでというのを知らなくて夜中に荷物を減らしたり…。結局寝たのは０時過ぎ。 
 １日目は、バスで空港まで。長かったです。そこから飛行機に乗ってＡＣに。ついたの

は夜中。眠かったのですぐに寝ました。 
 ２日目はファームステイ。行くまでのバスが長い…。でも、緑がいっぱいでした。見渡

すと広大な大地が広がって素敵でした。ファームではトラクターに乗ったり遊んだり看板

を作ったりしました。羊の毛刈りをする予定がアクシデント発生！残念でした。牛の乳し

ぼりはよかったです。キャンプファイヤーは静かにするものだと学び、ＡＣの話の落ちが

微妙なのもわかりました。私はジョンさんの奥さんが作ったジャムをもらえて嬉しかった

です。 
 ３日目は看板を立てて、ジョンさんとお別れです。そして、ホームステイの人と対面で
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す。みんな美人でした。家につくとビックリ！テレビがでかい！ビリヤード場がある！子

ども専用のバスルーム！ジャグジーが！そして、夜にキングスパークに行きました。パー

スの夜景がとてもきれいでした。 
 ４日目は朝からずっと寝ていました。先生からの電話がきてから起きました。そこから

バスケを見に行きました。それから、買い物へ行きました。水族館への行き、アイスを食

べていると彩子ちゃんに会いました。ちょっと話せてよかったです。その後はマーケット

に行きました。でもほとんど閉まっていました。お父さんはサーフボードを２個も買って

いました。そんなに必要なのかなぁ？夜はお姉ちゃんの彼氏とお姉ちゃんとコニーの４人

でボーリングに行きました。靴のサイズが日本と違って困りました。それに、みんな驚く

ほど下手でした。 
 ５日目は大学見学に行きました。たぶんコニーは医者になりたいんだと思います。人間

の手や足、お腹周りなどが展示されていました。本物だったのでちょっと気持ち悪かった

です。 
 ６日目はコニーと一緒に学校に行きました。演奏を聴いたりして私たちは「ずっこけ男

道」と「上を向いて歩こう」と「ラジオ体操」をして、とてもよかったです。みんな楽し

んでくれました。その後は動物園に行ってコアラやカンガルー、ウォンバットなどにさわ

れました。とても可愛かったです。夜はレセプションがあってトラブルもあったけど、み

んな楽しんでくれました。 
 ７日目はホストファミリーとお別れでした。コニーはダンスの練習で見送りしてくれな

かったけど、家族が見送ってくれました。とても楽しかったので別れるのがとても辛かっ

たです。プレゼントにテディベアーを２個くれました。１つはコニーで、もう１つはお姉

ちゃんと思ってねと言われました。嬉しかったです。そして、飛行機で帰りました。 
 この８日間はとても楽しかったです。いろんな人に出会って、別れて、いい経験になっ

たと思います。英語をもっと使えたらもっと楽しかっただろうなぁと思いました。これか

らもっと勉強していきたいです。そして、こんな機会を与えてくれたことを感謝したいで

す。 
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保護者の目から見た派遣事業 
 

「海外派遣事業に参加させて」 

 鶴 岡  真
ま

 理
り

 

 
 この度、多くの方々のご協力のおかげで楽しく、意義深い海外派遣事業に参加でき、感

謝申し上げます。 
 稲美町で国際交流があると知り、チャンスがあれば是非参加させたて頂きたいと望んで

いました。 
 出発前までは、初めてのホームステイ先で言葉も上手く通じないのではと、不安もあっ

たようですが、ホストファミリーが一生懸命に娘の英語に耳を傾けて聞いてくれ、親切に

して頂きとても楽しく過ごせたようです。 
 そして、ホストファミリーの心づかいで、２回も我が家にメールが届き、便利な時代だ

なぁと感心もし、私たち家族もとても安心いたしました。 
 娘自身、何よりも一緒に行った仲間たちがいてくれたおかげで、そんな不安も乗り越え

ていったようです。 
 また、食生活や習慣の違い等に戸惑うこともあったようですが、何事にもチャレンジ精

神で前向きに取り組めたようにも思えます。 
 日本にいては決して味わえなかっただろうパースと日本の文化・経済・気候の違い等、

実生活を通して学び、経験したことが何よりの思い出となり、これからの進路を考えるに

あたり大変貴重な体験ができたことと思います。 
 もし、次にホームステイに行くチャンスがあれば、英語はもちろんのこと、相手先で何

を学びに行くのかテーマを持って行くことができればもっともっと意義深いものになるよ

うに考えます。 
 とにかく、初めてのホームステイが大成功で終えたことがとてもよかったです。 
 来春にはホームステイ先の方が稲美町に来られるとのこと。その時は、また友好を深め、

国際交流に貢献できればと思います。 
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・ 食べ物がパンじゃなくて大変でした。炭水化物ばっかりだし、炭酸飲料ばっかりだし、

お菓子いっぱいくれたので太ってしまいました…。 
・ 飲み物が毎日炭酸飲料。久しぶりにお茶も飲みたくなった。 
・ 日本の食べ物が恋しくなった。 
・ たまに「水いる？」ってきかれて、のどが渇いているから「Ｙｅｓ！」って返事するん

だけど、たまにはジュースも飲みたいなぁ～って思った。 
・ ジュースといったらコーラしかなくて、骨が溶けてしまいそうな気がして嫌だった。 
・ マクドが家から近いのもあって３回ぐらい行った。もうマクドは飽きたよ～。 
・ お菓子がとても甘くてビックリした。 
・ 日本がとても恋しくなりました。何より湯船につかりたくなりました。 
・ ファームで最初にシャワーを浴びていて「とってもあったかいな～」と思ってあがった

ところ、何とその時にお湯を使い果たしてしまっていたみたいで、後から入った人は水

しか出ずにとても寒い思いをさせてしまいました。すみません。 
・ ファームのトランポリンは超弾む！楽しかった！ 
・ ファームでの羊の毛刈りの時、何だかかわいそうに思っていると中止になったのでほっ

としてたかも。 
・ ファームの１つのベッドに６人で寝ようとした。でもさすがに６人はちょっと…。 
・ ファームステイのとき、合宿気分でみんなで夜遅くまでいろいろしゃべってました♪ 
・ レセプションの会場で現地の人に話し掛けられた。誰だこいつ？と思ってしおりを見た

らグレゴリーニ市長だった。 
・ レセプションの時、トイレに行くと偶然市長さんと出会って記念にサインをいただいた。 
・ ホストファミリーとのお別れがとても悲しかった。泣いている人がいて、もらい泣きし

そうだった。 
・ レセプションでは、最後は本当に感動した！ 
・ レセプションの夜、ホストファミリーのお母さんがなかなか帰ってこなくて焦った。 
・ はじめはコインが何円かわからなくてお札しか使えなかった～。 
・ 外国人のサングラス姿を見て、思わず買ってしまっている自分がいた。 
・ 空港の品物はぼったくりやで！！ 
・ 「いただきます」は言ってくれるけど、「ごちそうさま」は一度も言ってくれなかった。 
・ ラジオ体操のどこが面白いんだ！？ 
・ 動き出すバスに向かって最後まで手を振るホストファミリーの姿に涙がこぼれそうに

なった。僕も力いっぱい手を振り返し、会えてよかったと何度も思った。 
・ 飛行機の中でテレビゲーム！何年もやっていなかったので使い方がわからなかった。こ

んなところでやるとは思っていなかったのでちょっと感激！ 
・ ホテルで鍵を部屋に閉じ込めてしまった。 
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・ オーストラリアの海岸でサーフィンしてる人を見た。サーフィン魂が熱いから冬の海で

も平気なのか！？ 
・ ビーチは水がとても冷たかった。海から上がる前に塩辛いかどうかを確かめた。 
・ 向こうにもオセロがあって、やってみたら６１対５…。なんだか申し訳ないことをして

しまいました。 
・ カンガルーをバックに写真！遠すぎてカンガルーが写っていなかった。 
・ 添乗員の方や運転手の方、現地の案内の方とのお別れがとても辛かったのは本当に初め

てです。ハーワードさん、福岡さん、武田さん、本当にありがとうございました！ 
・ 武田さんの「だわさ～」が忘れられない。 
・ 現地ガイドのタケさんは日本語で喋るときと英語で喋るときのキャラが違う！ 
・ ホストファミリーの家にはビリヤード台があった。 
・ ホームステイ先の家にはゴミ箱がお風呂にしかない。とても探しました。 
・ ホストファミリーはＡ.Ｍ.２：３０になってもテレビを見ていた。 
・ ホストファミリーの家は庭にプールとかいろいろあって稲中くらい広かった。 
・ ガバナースターリン高校に行く日、「昼ご飯を作ってあげる」といわれたので、どんな

ものが出てくるのかと思っていたら“みかん”と“お菓子”だった…。 
・ ホストファミリーのお母さんがフットボールチームのイーグルスの大ファンだった。毎

日ＴＶを見ながら叫んでた。 
・ あげたお土産のサイズが合わなくて少し小さかったみたい。でも喜んでくれて良かった。 
・ 耳かきを持っていけばよかった。耳がかゆくてたまらなかった。 
・ １５歳と言いたかったが、間違えて１４歳と言ってしまった。ホストはいまだに１４歳

だと思っている。 
・ エレベータで１階に行きたくて①を押すと２階だった。○Ｇを押さないといけなかったの

か！？ 
・ ほとんど外食！！しかもお父さん以外みんなご飯を残す。 
・ お姉ちゃんの彼氏がホームステイ１日目の夜にタキシードを着て花束を抱えてやって

きた！！紳士的！ 
・ 車に乗るたびすぐ寝ちゃった。 
・ 学校へ行く車の中でみんな化粧してた！ 
・ ホームステイ２日目でもう帰りたいって思った。 
・ オーストラリアの人はバスの中での声がとても大きかった。 
・ 冬なのにタンクトップだったのでビックリ！私はジャンバーにマフラー…。 
・ 電車の中でも大音量で ipod を聞いていた。しかも大きい声で歌ってる。日本だと絶対

注意される！ 
・ ホストファミリーの家にけん玉があって、「やってみて」と言われて頑張ったけどでき

なかった…。 
・ 飛行機の中でお手ふきを回収するとき、指も一緒につかまれた。 
・ ホームステイ中に手紙を出したけど、着いたのは帰ってきた次の日だった。 


